
　昨年は、豪雨、猛暑それに地震と自然の驚異が日本各地に猛威を振るった年になりました。私達の故郷も梅雨の頃になる

と米代川の氾濫による冠水があったのを思い出します。

第17回東京鷹巣会は、いつもの九段下『ホテルグランドパレス』で行われ、当会からは16名のチョッと少な

目な参加でしたが、米代会(旧鷹巣)31名、小猿部会(七日市)28名、綴子会16名、坊沢会13名、沢口会13

名、栄会10名に来賓およびアトラクション参加(盆踊り)の鷹巣町商工会女性部の皆さんを含め約170名の出席

がありました。当日の様子が10月22日(金)の地元新聞「県北新聞」に掲載されました。

平成１7年春号（№2）

来賓の鷹巣町役場建設課長の鈴木政志氏からは、「北秋田市」へ向けての町の取り組み等が紹介されました。

既に鷹巣町、合川町、森吉町、阿仁町の４町合併が3月22日に行われ、

　　　　　秋田県北秋田市今泉字…　　秋田県北秋田市前山字…

　　　　　と住所が変更されています。

会員の動向については、退会者2名・加入者３名で現在153名の会員数となっております。

　　　　退会者　　　　　　　　　加入者

　　　　簾内秋男（死亡）　　　　植草とみ子

　　　　橘高米子（自己都合）　　岡田ミツ

　　　　　　　　　　　　　　　　島村真弓　　　　　　　　　　　　（順不同敬称略）

　　　　簾内秋男さんのご冥福をお祈り致します。(合掌)

　　　　加入者の皆様、宜しくお願いします。

第16回東京七座会は、山手線大塚駅北口の『大塚鳥忠』を会場とし来賓を含めた38名という多数の参加を得

て行われました。近年まれに見る盛況ぶりに出席者各々に驚きの感が見受けられ、また中学校卒業以来の再会

も多々あり、あっという間に時間がすぎたようでした。

　風薫る五月、会員の皆様にはますますご健勝の事とお喜び申し上げます。また、いつも一方ならぬお力添え

にあずかり、誠にありがとうございます。

　平成16年のふるさと会は、東京七座会が6月27日に東京鷹巣会が10月17日に開催されました。

【米代川上流側より】 【米代川下流側より】

《後記》

平成16年3月に前山川水門および米代川堤防が完

成しています。昨年の七座会での建設課長挨拶でこ

のことが触れられていましたので情報収集し掲載し

ました。昭和47年に上京しましたので体験はして

いませんが二ツ井や能代では市街地まで水があがり

大規模な被害をもたらしたとの事です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊谷忠憲）

上記写真は昭和47年7月の大洪水です。JR奥羽線や今泉への国道７号線旧道が水没し砂利関係機械の上部が覗いて見えま

す。盛り土で新道になった国道７号では自動車が走っていますが、水田と同じ高さであった時は国道が不通となり小学校が

休校となった記憶があります。写真では見えませんが前山～鷹巣間の線路脇に広がる水田が全て冠水し坊沢からは海のよう

に見えたとの事です。前山駅舎内にはこの時の水位を標記してあります。

この写真は平成10年6月の増水の模様です。この

ときもJR奥羽線が不通となっております。つい最

近までこういう状態があったことが驚きです。

【水門施行前】

【水門施行後】



男 女 計 男 女 計
今泉 178 216 394 143 194 337
前山 163 186 349 138 160 298

男 女 計 男 女 計
35 22 57 80.3 89.8 85.5

25 26 51 84.7 86 85.4

◎前山会館が変わりました。（平成16年12月）

当日有権者数 投票者数

鷹巣町前山地内に完成した前山森林交流センターの竣工式が4日、同センターで行われた。
「秋田の木・利用推進木造公共施設等整備事業」に位置づけて7月に着工したもの。
竣工式には約40人の関係者が出席し、木のぬくもりを感じさせる施設の完成を祝った。
　同事業は、県産材を使った公共施設の木造化整備を行う市町村に対する国庫補助事業。町が前山自治会
（戸沢隆一会長）の要望を受けて県に申請し、3月11日に事業認可を受けて建設に着手した。
　約4,500万円の事業費（国庫補助、地区負担各2分の1）を投じ、同施設を旧地区会館跡地に完成。木造
平屋建てで、建築面積295.96平方メートル、床面積271.64平方メートル。内外装とも地元産材の杉をふん
だんに活用し、木のぬくもりや優しさにあふれた建物に。
　また、構造材として集成材を使用している。低コスト化や耐火性を高めたほか、車椅子対応のスロープ
や厨房（実習室）は地区内の女性の意見を反映して流し台を2基設置するなど、使いやすさを重視した。
今後、各種会合や学習など地域交流の場として利用される。
　竣工式では岸部町長が「センターの完成は、地元の熱意と関係者の協力のたまもの。建物の内外にはふ
んだんに地元の木材が使われており、今後同様の事業のモデルになる」と述べ、積極利用を促した。竣工
式に続いて祝賀会が催され、前山自治会や県、町関係者、施工業者らが完成を喜びあった。

北秋田市長選（平成17年4月）
　北秋田市長選は17日投票が行われ、開票作業の結果、元鷹巣町長の岸
部陞氏(68)《無所属・新、同市住吉町10-41》が、元鷹巣町議の小塚光
子氏(58)《無所属・新、同市伊勢町5-21-5》に約8,000票の大差をつけ
て圧勝し、堂々初当選を果たした。投票率は77.48%だった。

　当日有権者数は男性1万5,941人、女性1万8,244人、投票者数は2万
6,485人。有効2万6,086票、無効391票、不受理0、持ち帰り8、投票率

77.48%(男性76.26%、女性78.54%)。

　当　岸部陞    68 無新　17,056
　次　小塚光子  58 無新 　9,030

区分

棄権者数 投票率

北 秋 田 市 長 選 挙 投 票 率

北秋田市となって初の市長選なので掲載しました。


